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第1章  地域の情勢と診断 

1. 柳川市の情勢 

 

（1） 位置と地勢 
 本市は、福岡県南部、筑後平野の西南端にあり、市域は東西11km、南北12km、

北は大川市、大木町、筑後市、東はみやま市に接し、南は有明海に面している。 

 県庁所在地の福岡市まで約50km、久留米市まで約20km、大牟田市まで約15km

の距離にあり、西鉄天神大牟田線などを利用した通勤・通学圏となっている。 

 本市は、古くから開拓・干拓された大小規模の干拓地が魚鱗状に広がる海面

干拓地帯である。標高0～5.6mの平坦な低平地であるため、水利用に厳しい制

約があり、出水時には水害にみまわれる地域である。そのため、導水・貯水・

遊水の機能を併せ持った「掘割」が発達した地域であり、その掘割が縦横に巡

る独特な景観が築かれている。 

 

図1-1 柳川市位置図 
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（2） 自然環境 
 

1）気象 

 本市の気候は九州型気候区に属している。水深の浅い有明海沿岸部に面してい

るため、寒暖の差は比較的少なく温暖である。 

 図 1-2 に 2011 年～2020 年の平均気温・降水量の推移を示す。また、図 1-3 に

2020年の月別平均気温と降水量の推移を示す。 

 

 
図1-2 柳川市における年間平均気温・降水量の推移 

（福岡管区気象台 気温：大牟田、降水量：柳川） 

 
図1-3 柳川市における2020年の月別平均気温と降水量の推移 

（福岡管区気象台 気温：大牟田、降水量：柳川） 
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2）地形・地質 

 本市は、筑後川と矢部川によって形成された沖積層の上になる、標高0～5.6mの

平坦な低平地に位置している。また、有明海に面する南西部は、古くから開拓・干

拓された大小規模の干拓地が魚鱗状に広がる海面干拓地帯である。地層は、砂、粘

土、礫からなる沖積層で、表土以下数十 m には、極めて軟弱で含水率の高い「有

明粘土層」が分布し、渇水期には地下水位の低下による地盤沈下が懸念される地

域である。 

 

3）水環境 

〇河川 

 本市の中央を矢部川水系沖端川・二ツ川・塩塚川等の河川が貫流し、西端を筑後

川、東端を矢部川が流れている。本市の用水は、これらの河川から幹線水路及び掘

割を通して供給されている。 

 

〇掘割 

 本市を語る上で欠かせないのが「掘割」である。本市は、市全域が平坦な地形で

元々水が十分ではなかったが、先人の知恵と技術によって市全域に網目状に掘割

（水路）が築かれ、その総延長はおよそ 930km にもおよんでいる。掘割は、堰や

樋門などのもたせにより、大雨の際に雨水を一時遊ばせて内水氾濫を防ぐ「遊水

機能」や雨水を貯めて干害を防ぐ「貯水機能」、地盤沈下を防ぐ「地下水涵養機能」、

水生生物や微生物の力で汚れを分解する「浄化機能」を有し、市民の安らぎの場と

しても機能している。 

 

※もたせ：水路網の水位を保つために節目節目に設けられた様々なタイプの樋門や堰（乗越堰や橋

台がV字に狭くなっている橋など）を利用して大雨の際も水の流れを妨げ、もちこたえ、水路網全

体に水を分散させて、下流へたどり着くまでの時間を長引かせるようにする治水と利水を兼ね備

えたシステムのこと。 

 

 図1-4に水路網図を示す。 
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図1-4 柳川市水路網図（資料：柳川市） 
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4）植生 

 本市は沖積平野上に位置し、古くから干拓事業が行われ、そのほとんどが農耕

地と市街地として発展している。そのため、隅々まで土地利用がなされ、自然植生

および自然度の高い植生は限られている。 

 しかしながら、市内を流れる掘割には、セキショウモなどの水生植物群落をは

じめとした多様な植生植物がみられ、掘割が水生植物の生育環境として非常に高

い潜在能力を持ち合わせていることが考えられる。その他としては寺社の境内林・

屋敷林として植栽されているエノキやクスノキ、掘割沿いに広がるヤナギ・エノ

キ・ムクノキ等、地域の歴史的な景観を構成する植生がみられる。 

 本市でみられる貴重種を表 1-2 に「注目種リスト（植物相調査）」として示す。

なお、表中のカテゴリーは表1-1に示す通りである。 

 

表1-1 レッドデータブックカテゴリー一覧 

カテゴリーと略号 カテゴリーの定義 

●絶滅（EX） 我が国ではすでに絶滅したと考えられる種 

●野生絶滅（EW） 飼育・栽培下でのみ存続している種 

●絶滅危惧Ⅰ（CR+EN） 

 

 

 

●絶滅危惧Ⅱ（VU） 

絶滅の危機に瀕している種 

○絶滅危惧類ⅠA 類（CR）：ごく近い将来における絶滅の危険性がきわめて高

い種 

○絶滅危惧類ⅠB 類（EN）：ⅠA 類ほどではないが、将来における絶滅の危険

性が高い種 

絶滅の危険が増大している種 

●準絶滅危惧（NT） 現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」

に移行する可能性のある種 

●情報不足（DD） 評価するだけの情報が不足している種 

●絶滅の恐れのある地域個体

群 

地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅の恐れが高い個体群 

注） ・福岡県版 RDB ではこの他にカササギが該当する保全対策依存（CD）がある。 

   ・カニ類・貝類は福岡県版 RDB では「絶滅危惧」というカテゴリーが設定され、これは環境庁カテゴリーの CR～EN に相

当する。 

 

表1-2 柳川市注目種リスト（植物相調査） 
No
. 

科名 種名 学名 産地、備考 福岡
県 

環境
庁 

維管束植物 
1 アカザ ヒロハマツナ Suaeda malacosperma 沿岸の塩沼地 CR VU 
2 スイレン オグラコウホネ Nuphar oguraense  EN VU 
3 ユキノシタ タコノアシ Penthorum chinense  VU - 
4 ゴマノハグサ オオアブノメ Gratiola japonica  CR VU 
5 トチカガミ セキショウモ Vallisneria natans 二ツ川水系 EN - 
6 ヒルムシロ センニンモ Nuphar oguraense  EN - 
7 イバラモ イバラモ Najas marina  CR - 
8 カヤツリグサ イセウキヤガラ Scirpus iseensis 沿岸の塩沼地 VU - 
植物群落 
1 クリーク水生植物群

落 
柳川市矢留本町、下宮永町ほか(二ツ川水系の掘割) 

2 セキショウ藻群落  

※太字は主として淡水に生活する植物 

資料：田園環境整備マスタープラン（旧柳川市(H14)・旧大和町(H15)・旧三橋町(H15)） 
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5）動物 

 本市では、掘割や河川を生息空間とした、様々な種類の動物が見られる。特に掘

割は河床勾配が小さく夏期にも流量を保っていることから、地域を特徴付ける生

態系の基盤となっている。また、本市は広大な干潟をもつ「有明海」に面している

ため、多くの魚類・甲殻類・貝類の存在が確認され、他の海では見られない珍しい

魚介類もたくさんみられる。 

これらの中で貴重種として位置づけられているものを表 1-3 に「注目種リスト

（魚類を除く動物相調査）」、表1-4に「注目種リスト（魚類相調査）」として示す。

なお、表中のカテゴリーは表1に示す通りである。 
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表1-3 柳川市注目種リスト（魚類を除く動物相調査） 
No
. 

科名 種名 学名 産地、備考 福岡
県 

環境
庁 

鳥類 
1 トキ クロツラヘラサギ Platalea minor 干潟および休憩地 CR CR 
2 クイナ ヒクイナ Porzana fusca 抽水植物のある水路 NT - 
3 タマシギ タマシギ Rostratula benghalensis 水田等 NT - 
4 ツバメチドリ ツバメチドリ Glareola maldivarum 干拓地を採餌場利用 VU VU 
5 ウグイス オオヨシキリ Acrocephalus arundinaceus ヨシ原群落に営巣 NT - 
6  オナガ Cyanopica cyana  EX  
7 カラス カササギ Pica pica 文化財保護法 CD - 
● この他に、ヨシ原等抽水植物の湿地を好む種(ヨシゴイ等)、水田を好む種(タカブシギチュウサギ等)、春秋に渡来・越季する種(ツクシ

ガモ等)もみられるが、近年におけるデータが不足している。干拓地は過去に多くの鳥の渡来地であったが、干拓事業等の水路の直線化
や乾田化により渡来数は減っている。 

爬虫類 
1 ヌマガメ ニホンイシガメ Mauremys japonica 流水性、水田、池沼 NT - 
2 スッポン ニホンスッポン Trioyx sinensis 天然? NT - 
両生類 
1 アマガエル トノサマガエル Rana nigromaculata 水田等 EN - 
貝類 
1 アマオブネガイ ヒロクチカノコガイ Neritina violacea 汽水域の礫間やヨシ原等 VU - 
2 タニシ マルタニシ Cipangopaludina chinensis 

laeta 
水田や水路等 NT NT 

3 ウミニナ シマヘナタリ Cerithidea ornata ヨシ原帯等 CR～
EN 

- 

4 カワザンショウガ
イ 

オオクリイイロカワザンシ
ョウ 

Angustassiminea kyushuensis ヨシ原帯等 CR～
EN 

- 

5 カワザンショウガ
イ 

ムシヤドカリカワザンショ
ウ 

Angustassiminea parasitologica ヨシ原帯等 CR～
EN 

- 

6 カワザンショウガ
イ 

ツブカワザンショウ Assiminea estuarina ヨシ原帯等 VU - 

7 カワザンショウガ
イ 

カワザンショウガイ Assiminea lutea japonica ヨシ原帯等 NT - 

8 カワザンショウガ
イ 

アズキカワザンショウ Pseudomphala latericea 
miyazakii 

ヨシ原帯等 VU - 

9 ミズゴマツボ ミズゴマツボ Stenothyra japonica 河口の藻の中 CR～
EN 

- 

10 オカミミガイ ナラビオカミミガイ Auriculastra duplicata ヨシ原帯等 CR～
EN 

- 

11 オカミミガイ オカミミガイ Ellobium chinense ヨシ原帯等 VU - 
12 オカミミガイ キヌカツギハマシイノミ Melampus sincaporensis 高潮帯の礫間等 CR～

EN 
- 

13 ウミマイマイ ウミマイマイ Salinator takii 河口潮間帯中部の泥上 CR～
EN 

- 

14 ヒラマキガイ ヒラマキミズマイマイ Gyraulus chinensis 
spirillus 

池沼の沈水植物等上 CR～
EN 

- 

15 イシガイ ニセマツカサガイ Inversiunio reiniana 
yanagawaensis 

二ツ川水系の砂泥底 CR～
EN 

NT 

16 イシガイ トンガリササノハ Lanceolaria grayana 
cuspidata 

二ツ川水系の砂質底 VU - 

淡水産動物 
1 イワガニ ハマガニ Chasmagnathus convexus 河口域上限の高水敷 NT - 
2 イワガニ ベンケイガニ Sesarmops intermedium ヨシ原帯上縁の土手 CR～

VU 
- 

3 スナガニ ムツハアリアケガニ Camptandrium sexdentaum やや堅い砂泥質干潟 NT - 
4 スナガニ アリアケガニ Cleistoma dilatatum 河口域上限の高水敷 CR～

VU 
- 

5 スナガニ ハラグクレチゴガニ Ilyoplax deschampsi 河口～汽水上限域の高水敷
等 

LP DD 

6 スナガニ オサガニ Macrophthalmus abbreviatus 砂泥質干潟の中・下部等 NT - 
7 スナガニ シオマネキ Uca arcuata 潮間帯上部の堅泥 CR～

VU 
NT 

8 スナガニ ハクセンシオマネキ Uca lactea 潮間帯上～中部の堅砂泥 NT NT 

※太字は主として陸上あるいは淡水に生活する動物 

※カテゴリーは資料編、レッドデータブックカテゴリー一覧を参照。 

資料：田園環境整備マスタープラン（旧柳川市(H14)・旧大和町(H15)・旧三橋町(H15)） 
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表1-4 柳川市注目種リスト（魚類相調査） 
No. 科名 種名 学名 産地、備考 文献1 文献2 文献3 福岡県 環境庁 

魚類 

1 ウナギ ウナギ Anguilla japonica  ● ● ● NT - 

2 ニシン コノシロ Konosirus punctatus   ●    

3 カタクチイワシ エツ Coilia nasus 有明海～河口感潮帯    VU VU 

4 コイ コイ Cyprinus carpio  ●  ●   

5  ゲンゴウブナ Carassius cuvieri  ※ ●    

6  ギンブナ Carassius auratus langsdorfii  ※ ● ●   

7  オオキンブナ Carassius auratus buergeri  ※ ●    

8  ヤリタナゴ Tanakia lanceolata  ● ● ● NT - 

9  アブラボテ Tanakia limbata  ● ● ●   

10  セボシタビラ Acheilognathus tabira subsp.2  ● ● ● CR VU 

11  カネヒラ Acheilognathus rhombeus  ● ● ● NT - 

12  タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus  ●     

13  ニッポンバラタナゴ Rhodeus ocellatus kurumeus 河川、水路、湖沼等 ●  ● VU CR 

14  カゼトゲタナゴ Rhodeus ocellatus atremius  ● ● ● VU VU 

15  カワバタモロコ Hemigrammocypris rasborella 水草の多い緩水路   ● CR EN 

16  ハス Opsariichthys uncirostris uncirostris  ● ●    

17  オイカワ Zacco platypus  ● ● ●   

18  カワムツB型 Zacco temminckii  ※ ● ●   

19  カワムツA型 Zacco sp.  ※ ●    

20  ソウギョ Ctenopharyngodon idellus  ●     

21  モツゴ Pseudorasbora parva  ● ● ●   

22  カワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus variegatus  ● ● ●   

23  ムギツク Pungtungia herzi  ● ● ●   

24  ゼゼラ Biwia zezera    ●   

25  カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus  ● ● ●   

26  ツチフキ Abbottina rivularis  ●  ●   

27  ニゴイ Hemibarbus barbus   ●    

28  イトモロコ Squalidus gracilis gracilis  ● ● ●   

29 ドジョウ ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus 水田、小水路等 ●   VU - 

30  ヤマトシマドジョウ Cobitis matsubarai 水田、小水路等 ●  ●   

31  スジシマドジョウ小型種 Cobitis sp. 水田、小水路等    EN EN 

32 ギギ アリアケギバチ Pseudobagrus aurantiacus     NT NT 

33 ナマズ ナマズ Silurus asotus  ●  ●   

34 アユ アユ Plecoglossus altivelis altivelis  ●  ● UK - 

35 シラウオ アリアケシラウオ Salanx ariakensis 河口汽水域    CR CR 

36  アリアケヒメシラウオ Neosalanx reganius 河口汽水域    CR CR 

37 カダヤシ カダヤシ Gambusia affinis affinis  ●     

38 メダカ メダカ Oryzias latipes  ● ● ● NT VU 

39 サヨリ クルメサヨリ Hyporhamphus intermedius 河口汽水域～淡水    CR - 

40 タウナギ タウナギ Monopterus albus  ●     

41 カジカ ヤマノカミ Trachidermus fasciatus  ●   NT VU 

42 スズキ オヤニラミ Coreoperca kawamebari 流水性の水路 ● ● ● NT NT 

43 サンフィシュ ブルーギル Lepomis macrochirus  ●     

44  オオクチバス Micropterus salmoides  ●     

45 ヒイラギ ヒイラギ Leiognathus nuchalis   ●    

46 タイ クロダイ Acanthopagrus schlegeli   ●    

47 ボラ ボラ Mugil cephalus cephalus   ●    

48  セスジボラ Chelon affinis   ●    

49 ハゼ カワアナゴ Eleotris oxycephala  ● ●  NT - 

50  ドンコ Odontobutis obscura obscura  ● ● ●   

51  ムツゴロウ Boleophthalmus pectinirostris     VU  

52  トビハゼ Periophthalmus modestus   ●  EN - 

53  ウキゴリ Chaenogobius urotaenia   ●    

54  ウロハゼ Glossogobius olivaceus   ● ●   

55  マハゼ Acanthogobius flavimanus   ● ●   

56  ハゼクチ Acanthogobius hasta     NT - 

57  アシシロハゼ Acanthogobius lactipes   ●    

58  ゴクラクハゼ Rhinogobius giurinus   ●    

59  シマヨシノボリ Rhinogobius sp.CB   ●    

60  トウヨシノボリ Rhinogobius sp.OR   ●    

61  カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus    ●   

62  ヨシノボリ属の一種 Rhinogobius sp.  ●     

63  シモフリシマハゼ Tridentiger bifasciatus   ● ●   

64  ヌマチチブ Tridentiger brevispinis  ● ●    

65 タイワンドジョウ カムルチー Channa argus  ● ● ●   

※太字は主として淡水に生活する魚類 

※文献 1：心の教育「柳川の掘割学習」資料、2002、二ツ川から柳川市内の掘割にかけて生息する魚たち、今村芳紀 

 文献 2：佐賀自然史研究、1999、矢部川とその周辺水域の魚類相、田島正敏(参考データとして:st.1･2･A･B) 

 文献 3：佐賀自然史研究、1999、福岡県三橋町の用水路における淡水魚相、今坂正一(参考データとして) 

資料：田園環境整備マスタープラン（旧柳川市(H14)・旧大和町(H15)・旧三橋町(H15)） 
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（3） 社会環境 
 

1）人口・世帯 

 本市の人口を「年少人口（0～14歳）」、「生産年齢人口（15～64歳）」、「老年人口

（65 歳以上）」の 3 区分に分けてその推移を見ると、老年人口は増加傾向にある

が、年少人口と生産年齢人口については減少傾向にあり、少子高齢化の傾向が進

んでいる。 

 一方、世帯数は増加傾向にあり、これは核家族化や単独老人世帯の増加を表し

ている。 

 表1-5に平成17年から令和2年までの本市の人口・世帯の推移を示す。 

 

 表1-5 柳川市における人口・世帯の推移 

 
※年齢別人口について、年齢不詳人口は除外 

資料：国勢調査 

 

2）土地利用 

 本市の総面積は77.15km2で、そのうち50.7％が農地、18.0％が宅地として利用

されており、平坦な地形を効率的に活用した土地利用が図られている。 

表1-6に本市の令和3年における土地利用の状況を示す。 

 

 表1-6 柳川市における土地利用の状況 

 
資料：柳川市（R3） 

 
 
 
 
 
 
 

調査年次 総人口（人）
年少人口（人） 生産年齢人口（人） 老年人口（人）

65歳以上
世帯数 1世帯当たり

人員（人）
平成17年 74,539 10,320 46,234 17,985 23,078 3.23
平成22年 71,375 9,195 43,015 19,165 23,333 3.06
平成27年 67,777 8,345 38,542 20,815 23,453 2.89
令和2年 64,475 7,632 34,830 21,580 24,114 2.67

農地 宅地 その他
77.15 50.7 18.0 31.3

総面積
（km2）

面積比（ ％）
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3）歴史・文化 

〇歴史 

天正15年（1587年）に豊臣秀吉の九州平定時に活躍した立花宗茂が柳川藩主

となるが、関ヶ原の戦いで西軍につき改易される。一方、功績のあった田中吉政

が慶長 6 年（1601 年）に筑後国一円が与えられ、柳川城に入る。田中吉政は、

城郭の修築をはじめ、道路や掘割の整備、慶長本土居の築堤などを手掛けており、

現在の城下町「柳川」の原型はこの頃に整備された。 

明治4年（1871年）の廃藩置県により柳河県となるが、同年11月には筑後一

円をあわせて三潴県となり、明治 9 年（1876 年）に三潴県は福岡県に合併され

る。その後、明治22年（1889年）の町村制施行により、山門郡内に柳河町、城

内村、沖端村、西宮永村、東宮永村、両開村、塩塚村、鷹尾村、有明村、川北村、

川辺村、垂見村、宮の内村の1町12村が、三潴郡内に浜武村、久間田村、蒲池

村の 3 村が誕生した。そして昭和 26 年（1951 年）4 月には、柳河町、城内村、

沖端村、西宮永村、東宮永村、両開村の1町5村が合併して柳川町となり、翌年

市制を施行した。また、同年6月には三橋村が、9月には大和村が町制を施行し

た。さらに昭和30年（1955年）に三潴郡の昭代村と蒲池村を編入合併している。 

平成11年9月には旧建設省の「次世代の地域づくりモデル的実践」の地域指

定を受け、平成17年3月に柳川市、大和町、三橋町の1市2町が合併し、今に

至る。 

 

〇文化 

市内には現在、指定等文化財として国指定等文化財が12件、県指定等文化財

が8件、市指定等文化財が36件あり、本市の貴重な文化的遺産として保護が図

られるとともに、特色のある地域資源として、郷土愛の醸成や教育・観光にも活

用されている。 

表1-7に本市の国・県による指定文化財の状況を示す。 
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表1-7 柳川市における指定文化財の状況 

 
資料：柳川市教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 種別 名称 所在 指定等年月日

国宝（工芸品） 短刀銘 吉光
公益財団法人立花財団
立花家史料館 昭和28年11月14日

重要文化財（工芸品） 公益財団法人立花財団
立花家史料館

昭和12年5月25日

大友家文書 柳川古文書館 平成5年6月10日

鷹尾神社大宮司家文書 柳川古文書館 平成11年6月7日
令和元年7月23日：追加

重要文化財（古文書） 立花家文書 柳川古文書館 平成16年6月8日

有形文化財（建造物） 鶴味噌並倉北棟・中棟・南棟 柳川市三橋町江曲216 平成12年12月4日

立花氏庭園 柳川市新外町1-1 昭和53年8月25日
平成23年9月21日：追加
昭和53年8月25日

水郷柳河 柳川市沖端町55-1他 平成27年3月10日

天然記念物 カササギ生息地 柳川市 大正12年3月7日

有形文化財（考古資料） 三尊預修板碑 柳川高校 昭和44年9月4日

有形文化財（建造物） 昭和32年4月5日

北原白秋生家 柳川市沖端町55-1 昭和43年10月12日

安東省菴墓 浄華寺 昭和33年4月3日

どろつくどん 柳川どろつくどん保存会 昭和41年10月1日

今古賀風流 三島神社 昭和48年11月15日

日子山神社風流 日子山神社 昭和33年4月3日

天然記念物 中山の大フジ 熊野神社境内 昭和52年4月9日

重要文化財（書籍）

国

名勝

県
史跡
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●鷹尾神社大宮司家文書（国指定重要文化財） 

 中世、筑後国瀬高下庄の鎮守で、同国一宮高良大社の別宮であった鷹尾神社及

び大宮司職を世襲した紀氏の子孫である鷹尾家に伝来した文書である。そのうち

433通が国の重要文化財に指定されている。本文書は、平安時代以来の在地の神社

祭礼などが具体的に明らかになる神社文書として稀有な例であり、中世の神祇信

仰や芸能を知る上で貴重な文化財である。 

 

 

●立花氏庭園（国指定名勝） 

 柳川藩第5代藩主・立花貞俶の時代、元文3年

（1738年）に柳川城二ノ丸にあった藩主の子女の

住宅を移し、造営された。明治11年（1878年）

に、隠居した最後の藩主・立花鑑寛が移り住んだ

のち、旧藩主の住宅として整備され、明治末期に

現在の姿となった。 

 

 

●旧戸島家住宅（県指定建造物）と戸島氏庭園（国指定名勝） 

 柳川藩で中老職にあった吉田兼儔が、文政 11

年（1828年）に隠居後の住処として建造した数寄

屋風の住宅と庭園。後に藩主家の茶室として利用

され、幕末から明治時代にかけては藩士の住宅と

なった。柳川城の掘割の水を引き入れた座観式の

池泉式庭園は国の名勝に指定されている。 

 

 

 

●北原白秋生家（県指定史跡） 

詩人・北原白秋の生家は、柳川城下の港町沖

端に残る、最も古い町屋建築の一つである。

全国的な保存運動を経て、昭和44年（1969

年）に復元され、白秋を顕彰する文学資料館

として一般に公開されている。また、隣接し

て、昭和62年、生誕百年を記念して「柳川

市立歴史民俗資料館（白秋記念館）」が建て

られた。 
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●三史苑・安東省菴墓（県指定史跡） 

柳川藩の学問の祖といわれ 3 代の藩主に仕えた儒学者・安東省菴の墓で、県の

史跡に指定されている。墓所は市内浄華寺にあり、省菴が師事した朱舜水にちな

んだ庭園「三史苑」にある。 

 

●今古賀風流（県指定無形民俗文化財） 

 今古賀風流は室町時代に始まり、江戸時代初期に整備されたといわれている。

今古賀の三島神社境内にある龍神に対して奉納される祭りであり、現在は10月第

2土曜日に行われている。また、その翌日には柳川藩の藩祖が祀られる三柱神社へ

奉納され、道中各町を廻る。シャグマと呼ばれる赤毛のカツラを被った太鼓打ち3

名を子どもが務め、鉦や謡に合わせて太鼓を打ち、舞い踊る。 

 

●日子山神社風流（県指定無形民俗文化財） 

元和年間（1615～1623年）に沖端川に流れ着いた藁を被った大臼の中から、子

どもたちが鏡を見つけて、それが日子山神社に奉納された。この喜びを表すもの

として風流が始められたという。現在、太鼓打ち・舞い方からなる 2 名の舞い手

と鉦打ちを小学生が、鼓打ちを成人男性が各々に務め、10月第2日曜日に行われ

ている。舞い手が被る獅子頭は切り紙で造られており、本風流の特徴となってい

る。 

 

●中山の大フジ（県指定天然記念物） 

 江戸時代の享保年間（1716～35年）に地元の酒屋「萬しゃん（さん）」が、上方

見物に出かけた際に、吉野の桜と並び称された有名な「野田の藤」の種を持ち帰り

自宅に植えたと伝えられている。県指定の天然記念物に指定されている名木で、

毎年4月中下旬に満開となる。なお、藤は柳川市の市の花に制定されている。 
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●柳川城本丸跡（市指定史跡） 

 柳川城は、永禄年間（1558～1569年）、筑後国衆の蒲池氏当主・蒲池鑑盛が蒲池

城の支城として築城し、後に本城としたといわれている。天正15年（1587年）に

12 万石を与えられた立花宗茂が入城、慶長 5 年（1600 年）、関ヶ原合戦の功績で

筑後一国33万石の領主となった田中吉政が本城として柳川城を整備し、5層の天

守を築いた。田中家は2代で改易するが、元和6年（1620年）に立花宗茂が柳川

に再封され、以降立花家の居城となる。明治5年（1871年）に失火により焼失し、 

現在は天守台があった本丸の一部が保存されている。 

 

●福厳寺 

 柳川藩主立花家の菩提寺。天正15年（1587年）に、筑前立花城から柳川城へ移

された梅岳寺を前身とし、3代藩主・立花鑑虎の時に黄檗派となり寺名を梅岳山福

厳寺と改めた。本堂背後の御霊屋には歴代の藩主たちが眠り、西側の墓地には作

家・檀一雄や長谷健の墓もある。 

 

●真勝寺 

 天正15年（1587年）、豊臣秀吉の九州平定に伴い筑後三郡を与えられ柳川に入

った立花宗茂は、三井郡北野の真教寺を招き大家小路に寺地を与えたという。関

ヶ原合戦の功績により筑後一国を与えられ、慶長6年（1601年）に柳川城に入っ

た田中吉政も真教寺を保護し、自身の菩提寺に定めた。吉政の没後、当時の藤吉村

に建てられた墓の上に大伽藍を設けられ、そこに真教寺が移された。墓石の真上

に本尊を安置し、この頃に寺名を「真勝寺」に改めたといわれている。 

 

図1-5に文化財等位置図を示す。 
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04 鷹尾神社大宮司家文書

05 重要文化財（古文書） 立花家文書
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09 有形文化財（考古資料） 三尊預修板碑

10 有形文化財（建造物）

11 北原白秋生家

12 安東省菴墓

13 どろつくどん

14 今古賀風流

15 日子山神社風流

16 天然記念物 中山の大フジ

重要文化財（書籍）

名勝

国指定等文化財

県指定等文化財

史跡

図1-5　柳川市文化財等位置図
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4）交通 

〇道路 

 本市の広域交通網は、平成20～28年にかけて供用開始された国道208号（有

明海沿岸道路）、385号（三橋大川バイパス）、443号（三橋瀬高バイパス）、442

号（大木大川バイパス）の 4 路線が骨格となっている。中でも有明海沿岸道路

は、地域高規格道路として建設が進められており、平成29年度には暫定2車線

で福岡県内4市（大牟田市、みやま市、柳川市、大川市）が直結し、さらに三池

港や佐賀空港などを結んでおり、地域間の連携や交流が促進されている。また、

国道 443 号は、九州縦貫自動車道みやま柳川 IC と有明海沿岸道路徳益 IC を暫

定2車線で結んでおり、今後は4車線化や、平成29年度に事業着手された徳益

IC 交差点から柳川市街地までの延伸整備を進めることにより、南筑後における

交通の要衝となることを目指している。 

 図1-6に道路網図（国道・県道・主要地方道）を示す。 

 

〇公共交通 

 本市の公共交通は、福岡市・大牟田市を結ぶ西鉄天神大牟田線の鉄道と、西鉄

バス久留米㈱・堀川バス㈱が路線バスを運行している。 

 鉄道については市内に 6 つの駅があり、特に西鉄柳川駅は広域から多くの人

が集まり、路線バスと鉄道が接続する重要な交通結節点としての役割を担って

いる。平成27年には東口駅前広場の新設や西口駅前広場の改修、両駅前広場を

結ぶ自由通路整備などの施設整備が完了し、利便性の向上や観光地の玄関口と

しての空間の創出への対応が進められている。 

 路線バスは、佐賀市、大川市、みやま市をつなぐ広域的な交通手段であるが、

近年利用者の減少とともに運行本数等の削減が進み、利便性が損なわれている。 
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図1-6　柳川市道路網図（国道・県道・主要地方道）
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5）上下水道 

 本市の上水道は、自己水源として利用している磯鳥、高島及び村矢加部の地下

水を滅菌した浄水と、福岡県南広域水道企業団からの浄水受水により供給してい

る。上水道の普及状況は、令和2年度において給水区域人口63,974人に対して給

水人口62,557人で普及率は97.8%となっている。上水道事業の経営は、料金収入

をもって経営を行う独立採算制を基本原則としているため、近年の少子高齢化に

よる人口減や節水意識の浸透などによる給水人口や給水量の減少で収益の減少が

見込まれる中で、老朽化した施設や管路の耐震化などに不安を抱えている。 

 下水道については、本市では昭和56年度から地域住民の生活環境改善ならびに

公共用水域の水質保全を図るため、旧柳川市、旧三橋町の一部を処理区域とする

公共下水道により整備が進められている。また、下水道処理区域以外の地域につ

いては、補助金の交付等に取り組むことで合併処理浄化槽の設置が進められてい

る。 

 表1-8に平成31年における下水道の普及状況、表9に令和2年度における下水

道の整備率を示す。また、図1-7に本市の下水道事業計画図を示す。 

 

表1-8 柳川市における公共下水道の普及状況 

 
資料：柳川市（H31） 

 

表1-9 柳川市における下水道整備率 

 
資料：柳川市（R2年度） 

計画 認可 現在処理
処理面積
（ha）

706 454 409

処理人口
（人）

14,500 11,400 9,265

計画汚水量
（ｍ3/日最大）

7,400 5,580 6,900

処
理
場

処理能力
（ｍ3/日）

7,400 5,580 6,900

分流式
柳川市橋本町
35,800

事
業
区
域

雨水排除方式
処理場場所

処理場面積（ｍ2）

全体計画 事業計画
人口に対する整備率（％） 60.35 89.70
面積に対する整備率（％） 57.94 90.03

下水道処理人口普及率（％） 18.83
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図1-7 柳川市下水道事業計画図（資料：柳川市） 
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6）産業 

 産業別に就業者数をみると、第1次産業および第2次産業は減少傾向、第3次

産業は増加傾向がみられる。特に、医療、福祉の就業者数が多くなっている。ま

た、年齢別にみると、本市の特徴であった農業、漁業では、15～39歳の年代の割

合が他の産業と比較して極端に低く、高齢化している状況であり、本市の第 1 次

産業は構造的な大きな不安を抱えている。 

 表1-10に産業別就業者数の推移を、表11に平成27年の年齢階級別産業人口割

合を示す。 

 

表1-10 柳川市産業別就業者数の推移               単位：人 

 

資料：国勢調査 

平成22年 平成27年
農業、林業 2,392 2,043
漁業 1,407 1,277

小計 3,799 3,320
鉱業、採石業、砂利採取業 4 3
建設業 2,679 2,600
製造業 5,318 5,062

小計 8,001 7,665
電気、ガス、熱供給、水道業 93 99
情報通信業 228 194
運輸業、郵便業 1,515 1,490
卸売業、小売業 5,555 5,025
金融業、保険業 544 526
不動産業、物品賃貸業 243 294
学術研究、専門・技術サービス業 551 541
宿泊業、飲食サービス業 1,438 1,501
生活関連サービス業、娯楽業 1,050 1,043
教育、学習支援業 1,313 1,260
医療、福祉 4,014 4,519
複合サービス業 373 423
サービス業（他に分類されないもの） 1,417 1,499
公務（他に分類されるものを除く） 967 954

小計 19,301 19,368
1,137 948
32,238 31,301

分類不能の産業
就業者総数

第1次
産業

第2次
産業

第3次
産業
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表1-11 柳川市における年齢階級別産業人口割合         単位：％ 

 

資料：国勢調査（H27） 

  

70歳以上
農業、林業 3.2 8.6 9.8 16.2 32.7 29.6
漁業 7.7 13.2 18.9 20.4 25.8 14.2

鉱業、採石業、砂利採取業 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0
建設業 12.0 18.7 21.0 22.3 20.8 5.1
製造業 13.8 17.3 23.4 23.9 17.6 4.0

電気、ガス、熱供給、水道業 15.2 16.2 32.3 26.3 9.1 1.0
情報通信業 13.4 28.4 29.9 18.6 9.3 0.5
運輸業、郵便業 11.0 15.1 25.6 29.8 15.4 3.2
卸売業、小売業 15.1 17.3 21.6 22.4 17.1 6.4
金融業、保険業 18.8 15.4 25.7 28.3 9.9 1.9
不動産業、物品賃貸業 14.3 18.7 16.3 17.7 20.7 12.2
学術研究、専門・技術サービス業 10.7 15.9 22.6 25.5 21.4 3.9
宿泊業、飲食サービス業 23.1 16.1 19.2 18.2 18.1 5.3
生活関連サービス業、娯楽業 22.9 19.4 17.1 16.2 15.8 8.6
教育、学習支援業 16.1 13.5 21.7 33.8 11.8 3.1
医療、福祉 20.8 23.2 21.6 21.2 11.1 2.0
複合サービス業 15.4 19.6 28.1 26.0 9.0 1.9
サービス業（他に分類されないもの） 8.8 16.1 20.7 20.5 24.1 9.8
公務（他に分類されるものを除く） 13.0 19.4 30.2 25.1 11.4 0.9

第1次
産業

第2次
産業

第3次
産業
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7）観光・伝統行事 

 本市は、水郷情緒を満喫させる川下りをはじめ、城下町の面影を残す街並みや、

旧藩主立花家の邸宅であった御花、藩政時代に茶室として使用された戸島氏邸・

庭園、詩人北原白秋の生家や多くの文学碑、有明海の夕日や珍味、数々の祭りや温

泉など、多様な観光資源に恵まれている。また、最近では、伝統工芸品である柳川

まり作り教室や、どんこ舟の上でのヨガ体験など、新しいイベントも行われてい

る。 

 表1-12に柳川市における入込客数の推移、表1-13に平成29年の主な施設・イ

ベントの月別利用客数を示す。観光客数は年間 120 万人前後の観光客の入込で、

平成25年～29年の間は客数および消費額は増加傾向にある。日帰り・立ち寄りが

ほとんどを占め、宿泊客数は 1 割未満となっている。伝統行事やイベントによる

誘客効果もあって春秋の観光客は比較的多い。 

表1-14に四季を通じて行われるイベント・祭りの一覧を示す。本市は水との関

わりが深く、掘割を舞台に繰り広げられるイベントや祭りが数多く開催されてお

り、水郷ならではの情緒が四季を彩っている。 

 

 

表1-12 柳川市における入込客数の推移 

 

資料：福岡県観光入込客推計調査 

 

  

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年
1,245 1,260 1,367 1,316 1,418

日帰 1,203 1,218 1,320 1,264 1,337
宿泊 42 42 47 52 81
県外 560 567 615 592 851
県内 685 693 752 724 567

4,856 5,229 6,064 6,120 6,768消費額(百万円)

総数(千人)

日程別

地域別
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表1-13 柳川市の主な施設・イベントの月別利用客数      単位：人 

資料：福岡県観光入込客推計調査（H29） 

 

 

表1-14 柳川市のイベント・祭り一覧 

資料：柳川市観光課 

 

 

  

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計
柳川雛祭り
さげもんめぐり - 34,080 51,120 - - - - - - - - - 85,200
中山大藤まつり - - - 180,000 - - - - - - - - 180,000
沖端水天宮際 - - - - 35,000 - - - - - - - 35,000
柳川ひまわり園 - - - - - - 63,600 - - - - - 63,600
中島祇園まつり - - - - - - 1,500 - - - - - 1,500
有明海花火フェスタ - - - - - - - 55,000 - - - - 55,000
水郷柳川
夏の水まつり - - - - - - - 5,000 - - - - 5,000
三柱神社秋季大祭 - - - - - - - - - 50,000 - - 50,000
白秋祭 - - - - - - - - - - 6,600 - 6,600
柳川よかもんまつり - - - - - - - - - - 1,700 - 1,700
北原白秋生家記念館 2,730 4,161 7,384 3,838 4,871 2,830 2,924 2,950 2,495 4,049 4,878 2,491 45,601
椛島菖蒲園 - - - - - 600 - - - - - - 600

時期 名称 場所
1月1日 日吉神社の正月おたふく 日吉神社
1月25日 白秋生誕祭 柳川市坂本町

さげもんめぐり（柳川雛祭り） 市内随所
お雛様始祭
お雛様水上パレード
お雛様供養祭
流し雛祭り

2月中旬 川開き 城堀水門
4月中下旬 中山大藤まつり 中山熊野神社、立花いこいの森

沖端水天宮祭 水天宮
7月第4土曜日 中島祇園祭り

夏場 柳川ひまわり祭り 柳川市橋本町
夏場（2年に1回） 沖の石太鼓祭り 柳川橋横川下り水路

7月中旬 うなぎ供養祭 柳城公園内
10月上旬 三柱神社秋の大祭（おにぎえ） 三柱神社

白秋祭
11月3日 雲龍相撲大会 雲龍の郷公園内相撲ドーム

冬のこたつ船（川下り）
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●さげもんめぐり（柳川雛祭り）/ 2月11日～4月3日 

柳川地方独特の雛飾りを「さげもん」とい

う。雛祭りの時期には市内の随所で、この雛

飾りを見ることができる。また、期間中「お

雛様水上パレード」「お雛様供養祭」「流し雛

祭り」などの行事が催される。 

 

 

 

 

●沖端水天宮祭 / 5月3日～5日 

 水天宮の春の大祭。沖端水天宮は明治2年（1869年）に久留米水天宮から勧進さ

れ、地区内の稲荷神社、弥剣神社（祇園社）ととも

に合祀された。水天宮祭では 6 隻の舟を繋いだ台

船の上に設けられる舟舞台「三神丸」が、三日三

晩、掘割を移動しながら芝居や舟舞台囃子（別名

オランダ囃子ともいわれる）が奉納される。水天

宮は子どもを水難から守るとされており、期間中

は子ども連れの家族でにぎわいをみせる。 

 

 

 

●中島祇園祭り / 7月第4土曜 

 1843年に創建された八剣神社を中心に中島の町で行われる夏祭りで、日没前頃か

ら見物客が集まり賑わいをみせる。祭りの顔となる東上町の「大蛇山」は、八剣神

社に祀ってあるスサノオノミコトがヤマタノオロチを征伐した伝説にちなんで始

められたといわれている。他に、三味線の

音色と華やかな着物姿で舞う踊り子を乗

せた西上町の「踊り山」、柳川の殿様が参

勤交代に出る様を模して武者装束の一隊

をしたがえた中町の「殿様行列」、軽快な

リズムに合わせて愛嬌を振りまくからく

り仕掛けの子獅子がかわいい下町の「獅

子山」が町内を巡行する。 
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●三柱神社秋の大祭（おにぎえ） / 10月上旬の3日間 

 柳川藩の藩祖を祀る三柱神社の秋季の大祭で、大賑わいすることから「おにぎえ」

と呼ばれており、南筑後を代表する祭りとなっている。御神幸には京都祇園祭の山

鉾を模した「どろつくどん」と呼ばれる山

車や踊り山が奉納される。どろつくどんで

は、太鼓やドラ、スリガネを持った囃子方

の独特な調子に合わせて、神々の面をつけ

た舞方が踊る。能をルーツとした舞とされ

ており、人間の善悪、喜怒哀楽を表現して

いるといわれている。どろつくどんは、県

指定無形民俗文化財となっている。 

 

 

 

●白秋祭 / 11月1日～3日 

 柳川が生んだ詩聖・北原白秋の命日11

月2日をはさんだ前後3日間に開催され

る。期間中は、白秋の童謡や歌曲の合奏

や合唱、花火、水上パレードなどの催し

が行われる。特に、夕闇の中、ほおずき

提灯やあんどんで飾られたどんこ舟が掘

割を巡行する水上パレードは、秋の柳川

の風物詩となっている。 

 

 

 

 

●川下り 

 船頭の巧みな竿さばきで導かれるど

んこ舟の旅「川下り」は、市内を縦横に

掘割が走る水郷・柳川の代表的な観光

資源となっている。季節の花や揺れる

柳、水面に影を落とす緑に包まれ、船頭

の語りや舟歌を聞きながら、のんびり

とした風情あるひとときを満喫でき

る。 
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●並倉（鶴味噌並倉北棟・中棟・南棟） 

 水面に映えるレンガ壁の赤が美しく、柳川の観光写真

に必ず登場する名所であり、国登録有形文化財（建造物）

の一つにもなっている。現在も造り味噌屋の工場として

利用されている。近くにはナマコ壁の味噌倉や、昔なが

らの路地も残されている。 

 

●雲龍の郷 

 横綱土俵入り「雲龍型」の創始者である、第10代横綱・雲龍久吉は柳川市大和町

皿垣開字甲木の出身である。そのため、地元には雲龍が残した遺産が今も数多く残

っている。 

 「雲龍の郷」は、相撲の町づくりのために造られた公園で、平成5年に10億6,689

万円の巨費を投じて建設された。総面積 11,430 平方メートルの敷地内の中央には

シンボルである直径 30 メートルの多目的相撲ドームがあり、そのほか雲龍の記念

館である「雲龍の館」がある。館内には、約2万9千冊の蔵書を持つ図書室と、「雲

龍の郷」と「有明海」の2つのテーマゾーンからなる資料展示室があり、雲龍や大

相撲の関連資料、大和町の干拓の歴史のほか、貴乃花関の土俵入りの際に行事・木

村庄之助が着用した衣装や、柳川市出身の

琴奨菊関のまわしや楯といった貴重な資料

が展示されている。 

 相撲ドームでは毎年11月3日に、雲龍を

顕彰した「第10第横綱雲龍顕彰記念少年相

撲大会」が開かれ、県内外から 300 人以上

の小学生力士が参加し、力と技をぶつけ合

う。大会の合間には、日本相撲協会の親方と

若手力士による相撲教室も開かれる。 

 

●中島の朝市 

「寄っていかんかんも！」「安かばんも！」と、あちらこちらから聞こえてくる方

言なまりのやりとりが楽しい中島の朝市は、西鉄中島駅の西側 100 メートルにあ

る大徳商店街の通りで、毎日午前 9 時から 10 時をピークに昼まで続く自由市場。

江戸時代から始まったとされるこの朝市では、主に地元のおばさんたちが持って

きた、有明海の珍しい海の幸と、四季おりおりの山の幸が並ぶ。新鮮で値段も安い

のが魅力で、遠方からの観光客も訪れる。かけあい次第では、安くなったり、おま

けがついたり、食べ方を教えてくれたり、昔ながらの対面売りでの買い物を楽し

める。 

 

 図1-8に観光資源位置図を示す。 
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05 柳川古文書館
06 松月文人館
07 あめんぼセンター/図書館・水の資料館
08 かんぽの宿柳川
09 柳川総合福祉センター「水の郷」
10 柳川温泉ホテル輝泉荘
11 立花いこいの森（中山の大フジ）
12 中島の朝市
13 島田天満宮
14 柳川ひまわり園
15 白秋詩碑苑
16 柳川城跡
17 田中吉政公銅像
18 十時邸
19 宮川温州園
20 椛島菖蒲園
21 並倉
22 安東省菴墓
23 高畑公園
24 沖端漁港
25 むつごろうランド
26

01 福厳寺
02 真勝寺
03 浄華寺
04 等応寺
05
06 三柱神社
07 日吉神社
08 沖端水天宮
09 矢留大神宮
10 三島神社
11 日吉神社（昭代・吉原）

01 柳川酒造
02 高橋商店
03 関屋蒲鉾
04 蒲池窯
05 マルホ（第二工場ギフトセンター）

観光施設・温泉施設等

神社・仏閣

工場・工房等

図1-8　柳川市主な観光資源位置図
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8）公園 

 本市には、98 箇所の公園があり、そのうち敷地面積 2000m2以上の公園が 19 箇

所ある。都市計画法による都市計画公園は令和3年現在3箇所計画されているが、

いずれも未整備のままとなっている。前述の通り数多くの公園が存在しているが、

地区ごとのバランスや利用者の利便性・利用人数などを勘案した配置状況にはな

っていない。 

 

9）教育 

 本市では、令和3年現在認定こども園が2園、私立幼稚園が4園、私立保育所

が19園あり、就学前の教育・保育が行われている。保育所については、出生数が

減少しているにもかかわらず定員を上回る入所状況となっている。また、認定こ

ども園については、幼稚園と保育所の機能や特徴を併せ持ち、保護者の就労状況

が変わっても通いなれた園を継続して利用できることから、本市でも移行が進ん

でいる。 

 学校については、令和3年現在小学校が19校、中学校が6校あり、小学校の児
童数合計は平成22年時は3,803人、令和2年時は3,251人、中学校の生徒数合計

は平成22年時は1,961人、令和2年時は1,507人となっており、近年の少子化傾

向を反映して児童生徒数は毎年減少傾向にある。児童生徒数及び学級数が減少す

る中、児童生徒の良好な教育環境を確保し、充実した学校教育の実現を促進する

ため、「柳川市立適正規模・適正配置化検討委員会」からの答申に基づき、平成24

年に「柳川市立学校の小規模化に対する対応方針」を定め、統合・再編に向けた協

議が行われている。 

 本市では、地域で子供を育てていく体験学習として、有明海なんでん体験隊の

干潟遊び体験や二ツ川ウォッチングの生物観察、通学合宿などが実施されており、

子供たちの生きる力や豊かな人間性の育成のために一役を担っている。 

 また、高等学校は公立高校が1校、私立高校が2校、特別支援学校が1校、専

門学校が 3 校ある。専門学校の学生には市外から通学や転入する者も多く、若者

の定住や交流人口を増やす大きな要因の一つとなっている。 
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10） 地域活動 

 本市では、掘割への愛護精神を高めるとともに、本市を訪れる観光客への歓迎

の気持ちを表すために、毎年、城堀の水落ちの時期に合わせて、市と道守柳川ネッ

トワークとの共催で「柳川“堀と道”クリーンアップ大作戦」を実施している。ま

た、夏の早朝一斉清掃の実施や11月に行われる「白秋祭水上パレード」前の道守

活動、さらには柳川市クリーン連合会でも大和・三橋地区での一斉清掃やリバー

クリーン活動など、各地区で積極的な清掃活動が行われている。農村地域では、多

面的機能支払交付金の活動組織が令和 3 年現在 26 組織あり、草刈りや泥上げな

ど、農業施設の保全活動が行われている。表1-15に、本市の令和3年における多

面的機能支払交付金の活動組織一覧を示す。 

 

表1-15 柳川市における多面的機能支払交付金の活動組織一覧 

 

資料：柳川市（R3） 

 

  

組織名 備考 組織名 備考
柳川北部地域農地・水・環境保全管理協定運営委員会 柳川北部土地改良区 上久末環境保全委員会
両開地域農地・水・環境保全管理協定運営委員会 柳川南部土地改良区 下久末環境保全委員会
昭代地域農地・水・環境保全管理協定運営委員会 棚町地域環境保全委員会
北矢加部環境保全委員会 水町農地水環境保全委員会
豊原地域農地・水・環境保全管理協定運営委員会 棚町沖田環境協議会
六合環境保全委員会 白鳥環境保全委員会
中島地域環境保全委員会 垂見環境保全委員会
大和環境保全委員会 吉開環境美化活動組織
皿垣・有明地域農地・水・環境保全管理協定運営委員会 グリーン五拾町
川北農地・水・環境保全活動組織 正行環境保全委員会
新村環境保全委員会 中古賀地区環境保全委員会
中山地区環境保全委員会 本村環境保全委員会
百町環境保全委員会 蒲池野田地区環境保全委員会

大和町土地改良区
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11） 過疎対策 

 本市では、旧大和町が過疎区域とみなされている。日本の過疎地域の多くは農

山漁村地域であり、本市の過疎区域も例外ではなく、人口減少や高齢化が進行し、

地域の産業経済の衰退や集落の消滅などの状況に陥る可能性をはらんでいる。 

本市では、過疎対策の一環として、移住・定住に関する取組を行っている。平成

24年には移住希望者への対応のための「定住サポートセンター」の設置、平成26

年には実際に本市に住んでもらう移住体験施設「もえもん家（ハウス）」を設置し、

移住にあたっての不安感を解消し、移住・定住人口の増加を図っている。また、移

住してくる人たちの住まいの受け皿として「住まえるバンク」制度を設けており、

空き家問題対策の一役も担っているが、掲載物件が少数に留まっている。 

 

12） 防災関係（治水対策） 

 本市では「柳川市地域強靭化計画」を策定し、風水害や地震といったあらゆる自

然災害への対策を図っている。特に、近年の気候変動に伴う集中豪雨による浸水

被害への対策として、排水ポンプの長寿命化対策、排水樋管等の長寿命化対策、市

内水路整備などが挙げられており、国・県と協力しながら治水対策の推進を図っ

ている。また、大雨が予想される場合は、掘割の水を事前に落とし遊水機能を高め

る先行排水の強化を図っている。 

 表1-16に本市の令和2年における排水施設の状況を、図1-9-1～3にハザード

マップを示す。 

 

表1-16 柳川市における排水施設の状況 

 

資料：柳川市（R2） 

  

国営施設 5箇所
県営施設 12箇所
市営施設 3箇所

合計 20箇所

筑後川 4箇所
沖端川 30箇所
塩塚川 28箇所
矢部川 13箇所
合計 75箇所

【排水機場】
有明海満潮時に水路の水を河川・海へ排水（強制排水）

【排水樋門】
有明海干潮時に水路の水を河川へ排水（自然排水）
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図1-9-1　ハザードマップ①
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図1-9-2　ハザードマップ②
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図1-9-3　ハザードマップ③
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（4） 生産環境 
 

1）農業就業人口 

 農業就業人口は減少傾向にあり、かつ65歳以上の高齢者の占める割合も減少傾

向に転じており、今後は農業就業者の高齢化ではなく、就業者そのものの絶対数

が減少していく状況にシフトしていくものと思われる。 

 表1-17に本市における農業就業人口の推移を示す。（）は構成比を示している。 

 

表1-17 柳川市における農業就業人口の推移 

 

資料：農林業センサス 

 

2）農家戸数 

 総農家数も農業就業人口と同じく減少傾向にあり、平成27年には716戸となっ

ている。 

 専兼業別の農家数の割合も併せてみてみると、専業農家は数・割合ともに増加

傾向であることから、本市の農業の新たな根幹ができてきていると推測できる。 

 表1-18に本市における農家戸数の推移を示す。（）は構成比を示している。 

 

表1-18 柳川市における農家戸数の推移 

 

資料：農林業センサス 

総数 男性 女性 内、65歳以上
925 1,017 1,152

(47.6) (52.4) (59.3)
795 711 614

(52.8) (47.2) (40.8)
664 588 489

(53.0) (47.0) (39.1)

農業就業人口（人）
年次

平成17年

平成22年

平成27年

1,942

1,506

1,252

総数 専業 第1種兼業 第2種兼業
242 188 1,017

(16.7) (13.0) (70.3)
260 144 540

(27.5) (15.3) (57.2)
286 111 319

(39.9) (15.5) (44.6)
平成27年 716

年次

平成17年 1,447

平成22年 944
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3）農業生産 

 本市では沖積土からなる肥沃な土地と有明海に面した比較的温暖多雨な気候を

活かした、米、麦、大豆中心の水田作型農に加え、土地基盤整備の進捗等により、

収益性の高い施設園芸を合わせた複合経営が普及している。冬春ナス・イチゴ・冬

春トマトなどの施設園芸、レタス・スイートコーンなどの路地野菜、さらには酪農

などの畜産も取り組まれている。 

 表1-19に本市における農業粗生産額の推移を示す。 

 

表1-19 柳川市における農業粗生産額の推移           単位：千万円 

 

※×は公表無し 

資料：農林水産統計年報 

 

 

○柳川市の主要作物 

 

水稲 

 水稲は本市の基幹作目であるが、農業機械の過剰投入、農業従事者の高齢化に

いたっている。 

 今後は、農地中間管理機構の利用推進や認定農業者・集落営農組織などの担い

手の育成推進などにより農地の利用集積と農作業の受委託を促進し、経営規模の

拡大による生産コストの低減を図りつつ、地域の実情に応じた農業生産基盤の整

備等を推進していく。 

 また、消費者の多様なニーズに対応し、良食味米の普及を図るとともに、有機物

や土壌改良剤の施用、深耕による土作りを推進し、おいしい米を作るための品種

別団地化等を進め、品質の向上により稲作経営の安定を促進している。 

 

麦・大豆 

 奨励品種の利用、完全な種子更新、熟期に合った適期刈取りと適正な調製によっ
て、汚染粒、損傷粒などの発生を防止している。 

 

 

小計 米 豆類 いも類 野菜 果実 花き
工芸
作物

その他

平成27年 708 591 207 35 56 1 253 14 22 0 3 117 0
平成28年 699 589 224 33 48 1 246 12 22 0 3 110 0
平成29年 711 609 241 31 44 1 254 13 22 0 3 102 0
平成30年 699 595 241 35 41 1 241 12 21 0 3 104 0
令和元年 620 541 205 42 29 0 244 12 × 0 × 79 0

年次
農業粗
生産額

畜産
加工
農産物

耕種
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野菜 

 施設野菜では、ナス、イチゴ、トマト、アスパラガス等が、露地野菜ではレタス、

オクラ等が主な作目である。 

 今後は、ゆとりある経営を図るため、共同育苗施設の設置等による労力の削減

や、作業の省力化では栽培技術の向上に取り組み、組織の強化と生産者の育成を

図りながら産地の拡大及び品質の向上に努めていく。 

 

果樹 

 イチジク、ブドウ等の作付けが行われている。 

 今後は、安定した高品質果実の供給を図るために、生産技術向上の推進と省力

化とともに共同パッケージ施設の導入等による労力の削減に努めていく。 

 

花き 

 トルコギキョウ、ユリ類、洋ラン、キク等の切り花や鉢物等、施設栽培を中心に

集約的な経営が行われている。また、トルコギキョウやシンテッポウユリを中心

に共同販売で県内外へ出荷できる体制を整備し、有利販売に結びつけている。 

 今後は、更に有利販売を推進するとともに、施設の近代化や栽培面積拡大、高品

質安定生産に努めていく。 

 

いぐさ 

 住宅様式の変化による和室の減少、畳表の張替需要の低迷及び輸入い製品との

競合等により、いぐさを取り巻く環境は厳しい状況となっている。 

 今後は、有機質肥料等による安全安心で高品質ないぐさ生産に努め、柳川産い

製品の販売及びブランド化の推進を図っていく。 
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4）経営耕地 

 平成27年の経営耕地面積は3,748haで、このうち田が3,714haを占めている。

表 1-20 に示す経営耕地面積の推移をみると、農地の総面積は平成 22 年から平成

27 年の間は増加しており、1 経営体当たりの経営耕地面積についても増加傾向と

なっている。表1-21に示す耕作放棄地面積の推移では、平成17年から平成22年

の間に増加しているものの、平成 22 年から平成 27 年の間に減少している。これ

らのことから、農家の経営規模の拡大が進んでいることが推察される。 

 

表1-20 柳川市における経営耕地面積の推移          単位：ha 

 

※平成17年については、旧柳川市・旧三橋町・旧大和町の合計値 

資料：農林業センサス 

 

表1-21 柳川市における耕作放棄地面積の推移      単位：ha 

 

※平成17年については、旧柳川市・旧三橋町・旧大和町の合計値 

資料：農林業センサス 

 

  

稲

平成17年 3,466 3,408 2,082 31 25 3.49
平成22年 3,445 3,390 2,019 37 71 3.50
平成27年 3,748 3,714 2,035 19 55 4.97

年次 総面積 畑 樹園地
1経営体当たり
経営耕地面積

田

年次 総面積 販売農家 自給的農家
土地持ち
非農家

平成17年 50 16 10 24
平成22年 57 8 8 41
平成27年 36 9 4 23



38 
 

5）農業を支える人材・組織 

 下記の人材・組織は本市の農業において中心的役割を担うものとして期待され

ている。 

 

○認定農業者 

 認定農業者制度に基づき、柳川市より認定農業者として認められた者を示す。

認定農業者制度とは、農業経営基盤強化促進法に基づいて、効率的かつ安定的な

農業経営の目標に向けて、農業経営の改善を計画的に進めようとする農業者を

市町村等が認定し、その実現に向けて関係機関・団体が連携しながら支援してい

く制度である。 

 令和2年における本市の認定農業者は265名となっている。 

 

○農業法人 

農業法人とは、法人形態によって農業を営む法人の総称である。農業経営を法

人化することで、人材確保や対外信用力の向上などの経営上のメリットや、融資

限度額の拡大や農地中間管理機構が農用地等を現物出資することによる農地取

得の負担軽減などの制度上のメリットが期待される。 

令和2年における本市の農業法人は35法人となっている。 

 

○中間管理機構 

 農用地等を貸したいという農家から、農用地等の有効利用や農業経営の効率

化を進める担い手へ農用地利用の集積・集約化を進めるため、農用地等の中間的

受け皿となる組織である。 

本市の令和 2 年における農地中間管理機構の利用率は 28％となっており、今

後も中間管理機構の利用による農地の集積や集約化を推進するとともに、担い

手のさらなる育成や経営の安定化が求められる。 
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6）農業生産基盤 

 農業生産基盤整備は、ほ場整備、用排水路整備、農道整備を中心に実施してき

た。これまでのほ場整備事業により、平成 27 年度末で 4,050ha の内、整備率は

71.5％となっている。 

 表1-22に農業基盤整備の実施状況一覧を示す。また、図1-10に令和3年度に

おける事業管理計画図を示す。 

 

表1-22 農業基盤整備の実施状況一覧 

 
※受益面積の（）は市外を含む全体面積 

資料：柳川市農業振興地域整備計画書（H20） 

  

事業種目 事業主体 主要工事名称 受益面積（ha） 工期 事業種目 事業主体 主要工事名称 受益面積（ha） 工期

国営大和干拓土地改良事業 国
地盤造成
区画整理

380.9
県営農村振興総合整備事業

（広域圏型）
（矢部川下流地区）

福岡県
用排水路
集落排水路
農業集落道路

6,931.0

第1次農業構造改善事業
（沖田地区）

福岡県 区画整理 41.0
県営かんがい排水事業
（大和新水路地区）

福岡県 用水路工事 829.0

第2次農業構造改善事業
（大川南部地区）

福岡県 区画整理
9.0

（62.8）
農業水利施設保全対策事業

（橋本地区）
福岡県 排水機場補修 588.0

県営干拓地等農地整備事業
（昭代地区）

福岡県 区画整理 222.9
県営湛水防除事業
（有明地区）

福岡県
排水機場
導水路設置

641.0

第2次農業構造改善事業
（紅粉屋地区）

福岡県 区画整理
41.0

（100.6）
県営湛水防除事業
（柳川地区）

福岡県
排水機場
導水路設置

641.0

県営ほ場整備事業
（三橋・瀬高地区）

福岡県 区画整理 327.0
県営湛水防除事業
（南浜武地区）

福岡県
排水機場
導水路設置

71.0

県営湛水防除事業
（大和地区）

福岡県 排水機場設置 486.0
県営土地改良総合整備事業

（大和地区）
福岡県

用水路・排水路
農道・暗渠排水

204.0

県営干拓地等農地整備事業
（大和南部地区）

福岡県 区画整理 481.3
クリーク防災機能保全対策事業

（昭代地区）
福岡県

農業用用排水
施設整備

302.0

県営干拓地等農地整備事業
（柳川南部地区）

福岡県 区画整理 546.3
クリーク防災機能保全対策事業

（大和南部地区）
福岡県

農業用用排水
施設整備

155.7

国営かんがい排水事業
（筑後川下流地区）

国 導水路
2,007.0

（44,800.0）
クリーク防災機能保全対策事業

（大和南部第2地区）
福岡県

農業用用排水
施設整備

184.7

県営干拓地等農地整備事業
（三橋南部地区）

福岡県 区画整理 271.1
クリーク防災機能保全対策事業

（大和南部第3地区）
福岡県

農業用用排水
施設整備

83.9

県営干拓地等農地整備事業
（大和北部地区）

福岡県 区画整理 249.9
基幹水利施設補修事業
（橋本地区）

福岡県 護岸工事 212.0

県営干拓地等農地整備事業
福岡県 区画整理 261.8

基幹水利施設補修事業
（橋本2期地区）

福岡県 護岸工事 212.0

県営干拓地等農地整備事業
（大和中部地区）

福岡県 区画整理 257.6
クリーク防災機能保全対策事業
（柳川南部前期地区）

福岡県
農業用用排水
施設整備

459.5

県営かんがい排水事業
（県営排水対策特別事業）
（六合南部地区）

福岡県 排水機場設置 228.0
農山漁村活性化プロジェクト支援交付金
（元気な地域づくり交付金継続地区）

（蒲池地区）
柳川市

農業用用排水
施設整備

5.2

県営湛水防除事業
（中島住吉地区）

福岡県
排水機場
導水路設置

109.0
農山漁村活性化プロジェクト支援交付金
（元気な地域づくり交付金継続地区）

（大和南部地区）
柳川市

農業用用排水
施設整備

10.6

県営担い手育成基盤整備事業
（柳川北部地区）

福岡県 区画整理 67.0
農山漁村活性化プロジェクト支援交付金
（元気な地域づくり交付金継続地区）

（三橋川北部地区）
柳川市

農業用用排水
施設整備

10.6

県営かんがい排水事業
（筑後東部第2期地区）

福岡県 用排水路工事
221.0

（361.0）
県営担い手育成基盤整備事業
（柳川北部第2地区）

福岡県 区画整理 51.9

団体営農村総合整備事業
（柳川地区）

柳川市
農業用用排水
農道整備

3,366.0
クリーク防災機能保全対策事業

福岡県
農業用用排水
施設整備

370.9
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図1-10　事業管理計画図（R3）
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7）グリーンツーリズム 

市内には学童農園むつごろうランドや市民農園「ふれあい農園」といった農業

を体験できる場があり、農作業を通じた都市と農村の交流促進の場になっている。

特に、むつごろうランドは有明海に隣接していることから、くもで網漁など漁業

に関する体験も行っており、本市ならではの体験ができる施設として親しまれて

いる。 

表1-23に平成27年のグリーンツーリズムが行われている集落数を、表1-24に

むつごろうランド周辺で実施されているグリーンツーリズムの内容一覧を示す。 

 

表1-23 柳川市におけるグリーンツーリズムが行われている集落数 

単位：集落 

 

資料：農林業センサス（H27） 

 

表1-24 むつごろうランド周辺で実施されているグリーンツーリズムの内容一覧 

 

資料：柳川むつごろう会ガイドブック 

 

 

 

 

 

  

総数 単独の農業集落 他の農業集落と共同

5 5 - 155

グリーンツーリズムの取組が行われている農業集落数 活動が行われていない
農業集落数

名称 時期 内容

くもで漁業
有明海の干満の差を利用して魚を網ですくいとる伝統的な漁法
潮が満ちた時に体験できる

ムツかけ ムツゴロウやワラスボなどの釣り体験
ノリすき 昔ながらの手すき・天日干しで板ノリを作る
塩づくり体験 通年 有明海の海水を使った塩づくり体験

名称 時期 内容
ジャガイモ収穫体験 春・秋
ひまわり園 7月下旬・12月上旬 5haの広大な干拓地に50万本のひまわりが咲き誇る
観光ぶどう園 巨峰の収穫体験

●干拓地（むつごろうランド周辺）

●有明海
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8）農業及び農村の振興・整備のための推進体制 

 本市における、令和 3 年現在の農業及び農村の振興・整備のための推進体制を

図1-11に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1-11 農業及び農村の振興・整備のための推進体制（R3） 
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（5） 地域資源の利活用 
 

 本市は掘割を軸とした豊かな水環境に恵まれ、多様な伝統文化等を活かし、

多くの来訪者を集めている。 

 この掘割は水と緑のネットワークを形成しており、市民にとっても散策や憩

いの場として利用され、生活に密着した資源となっている。また、動植物の生

息環境としても重要な役割を担っていることから、環境教育の場としても貴重

な資源となっており、今後も守り育てる必要がある。 

 しかし、掘割の環境悪化等を背景に、市民の掘割に対する愛着の低下も生じ

ていることから、今後は掘割の環境保全を図りながら更なる活用が求められて

いる。 
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2. 関連上位計画 

 関連上位計画より本計画と関連する部分を抽出し、以下に示す。これは、「柳川

市の将来像」及び「施策の基本方針」の設定に当たり、整合性を図るために整理

するものである。 

 

（1） 第2次柳川市総合計画 前期・後期基本計画 
（前期：平成29年6月・後期：令和2年3月） 

 

〔柳川市の将来像〕 

 

 「水と人とまちが輝く柳川」 

 

 本市は、掘割とともにまちが形成され、肥沃な大地と有明海を育ててきた。

その独特な掘割風景は詩聖・北原白秋の詩歌の母体ともなり、水郷柳河（す

いきょうやながわ）として国の名勝指定を受けた。この歴史的な文化遺産で

ある掘割をまちづくりに活かしながら良好なかたちで後世に守り育ててい

くことを目指す。 

また、本市に暮らす人々が柳川の歴史や文化、風土に誇りと愛着を持ち、い

きいきと個性を輝かせながら主体的にまちづくりにかかわることを目指す。 

 まちが輝くためには、そこに暮らす人々が水郷柳川の風情や快適さを実感

しながら、夢や希望が叶えられる活力ある産業に支えられるしごとづくりで

ある。柳川の特長を活かした地域資源や産物を磨きあげ、多くの人々を惹き

つけることで輝くまちを目指す。 

 

 

〔政策目標〕 

 

 柳川の歴史・文化・風土に誇りと愛着を持つふるさとづくり 
 若い世代の希望を叶え、柳川の子育て、暮らしに幸せを感じるひとづく
り 

 水郷柳川の風情や快適さに共感し人を惹きつけるまちづくり 
 柳川の地域資源や産物を誇れるしごとづくり 
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（2） 柳川市農業振興地域整備計画書（平成20年6月） 
 

〔農用地等の保全計画〕 

 

 農用地は、本市農業の持続的発展を図っていくために、最も基礎的な農業

生産基盤である。関係機関と連携し、利用権設定等促進事業、農地保有合理

化事業等を通じ、認定農業者や集落営農組織などの担い手への農地の利用集

積を促進し、農用地の保全を図る。また、農業経営基盤強化促進基本構想に

基づき、遊休農地の農業上の利用増進を図り、遊休農地の発生防止、・解消に

向けた取り組みと併せて、「農地・水・環境保全向上対策」の取り組みの推進

を図り、農用地の維持・管理を図る。 

 

 

〔効率的かつ安定的な農業経営の目標〕 

 

 本市の農業が維持発展していくためには、他産業従事者と均衡のとれた農

業所得が期待できる担い手の育成が必要である。このため、農業経営基盤強

化促進事業により農地の流動化を推進し、認定農業者や集落営農組織などの

担い手に対する農用地の利用集積、規模拡大を図る。 

 本地域の条件に適した重点作物である水稲、麦、大豆、野菜（ナス、トマ

ト、イチゴ、アスパラガス、レタス等）、果樹（ブドウ、イチジク等）、いぐ

さ、花き、畜産等による複合経営を推進し、農業を主体とする経営体が地域

における他産業並みの所得に相当する年間農業所得（主たる農業従事者1人

当たり360万円程度、1経営体当たり500万円程度）、年間労働時間（主たる

農業従事者1人当たり2,000時間程度）の水準を実現できるように、経営感

覚に優れた効率的かつ安定的な農業経営体の育成を推進する。 

 

 

〔農業近代化施設の整備計画〕 

 

 本市は、消費者ニーズに対応した農業の持続的発展を図るため、地帯別生

産区分に応じた団地化に努め、生産振興を図る。また、環境と調和のとれた

持続的な農業生産への取り組みとして、エコファーマー等の認証、耕畜連携

による飼料作物及び特産物の栽培促進による産地化と地産地消・地産他消

による活力ある農業を推進する。 
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〔農業を担うべき者の育成・確保施設の整備計画〕 

 

 本市では、農業従事者の高齢化と担い手不足が深刻化しており、農業・農

村の活性化を図る上で、担い手の育成・確保が不可欠となっている。このた

め、柳川地域担い手育成総合支援協議会、福岡県農業大学校、財団法人福岡

県農業振興推進機構等と連携し、担い手の確保を図るとともに、担い手が効

率的かつ安定的な農業経営が行えるように、農地の集積、農業生産基盤の整

備、農業近代化施設の整備を推進する。さらに、研修の充実を図るなど、農

業経営や地域づくりの参画に努める。 

 また、地域の農業等の魅力を市民へ提供することにより、都市と農村の交

流、地域農産物等の販売体制の強化、女性・高齢者の能力発揮等による「農

業の6次産業化」を促進し、効率的かつ安定的な農業経営体の育成を図る。 

  

 

〔農業従事者の安定的な就業の促進計画〕 

 

 農業従事者の安定的な就業の促進の目標 
 本市は、都市化の進展に伴い商業集積が進められるなど、農業従事者の

就業機会の場は増加傾向にある。今後は、兼業農家の安定的な就業の場を

確保するため、地業企業の育成とともに、アグリビジネス等の企業誘致を

推進し、地業企業の振興・育成を推進する。 

 また、地産地消・地産他消や「柳川ブランド」の推進を図りつつ、豊か

な自然環境・農村環境を活用した、都市と農村の交流拡大による「ふれあ

い農業」や「グリーンツーリズム」を推進し、就業の機会の増大を促進す

る。 

 なお、事業所の誘致にあたっては、優良農地の確保を基本とし、市総合

計画（土地利用構想）、都市計画等との整合に留意する。 

 

 農業従事者の安定的な就業の促進を図るための方策 
農業従事者の安定的な就業目標を実現するため、農業委員会、農業協同組

合、財団法人福岡県農業振興推進機構との緊密な連携のもとに担い手への

農地集積を推進する一方、農作業の受委託、共同化及び複合経営作物の確

立を図ることにより、農用地の有効利用と併せ農業従事者の就業安定を促

進する。 

 また、農産物や農産物加工品の販売、農作業体験、伝統文化等の地域資

源を活かし、市民を始め、隣接する市町の住民、観光客との交流を図るこ

とにより安定的な就業の場の創出を推進する。 
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〔生活環境施設の整備の目標〕 

 

 本市は、豊かな自然や恵まれた居住環境を活かし、「水・人・歴史を育み、

未来を拓くまちづくり」・「創造と活力にあふれ、賑わいのあるまちづくり」

をまちづくりの基本理念に掲げ、豊かな自然、歴史・文化資産を活かし、個

性と魅力ある美しい郷土で生まれ、育ち、郷土を誇りに思う「こころ」を大

切にしたまちの実現を目指している。 

 今後は、農業の持続的な発展の基盤としての役割を果たしていくため、生

活環境の整備を総合的に行い、「生きがいと活力に満ち、自然と共生する住み

よいまち」を目標に、住民生活の安定と質的な向上、安全性、保健性、利便

性、快適性、文化性の向上に努める。 
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（3） 柳川市田園環境整備マスタープラン（旧柳川市・旧三橋町・旧大和町） 
 

【旧柳川市田園環境整備マスタープラン（平成14年9月）】 

 

〔環境保全対策の在り方〕 

 

 多様な農村環境の回復 
 中・長期的には、我が国農村地域において、かつて存在した自然と人間

との共生により形成・維持された良好な生態系・景観等の環境を回復する

ことを目指す。 

 本市の掘割（クリーク）は、先人たちが生活を営むための知恵と血の滲

むような努力が詰まった歴史的遺産であり、これらの保全と回復に努め、

快適で潤いのある農村環境づくりを推進する。 

 

 環境保全・循環型社会の形成 
 農業と自然環境の共生を図るため、農業の持つ自然循環機能を活かし、

環境保全型農業、循環型農業に資する整備を目指していく。 

 基本的には、有機性廃棄物の循環利用や化学肥料・農薬の適切な利用を

促し持続的な農業生産活動を展開する。 

 

 

〔環境保全目標〕 

 

 柳川市では「美しい柳川のまちづくり」のために、水の憲法（柳川市掘割を

守り育てる条例）を作り、美しい掘割を守るために、市がやらなくてはならな

いこと、市民一人ひとりに協力してほしいことを定めている。 

 水の汚水、生活排水についての決まりや、掘割周辺の緑化、土木工事、環境

教育など、掘割を未来に残していくためのさまざまな約束ごとを取り決めて

いる。これらの約束ごとを守ることが、「掘割を守る」と「環境保全」と同義

語である。主な内容は以下の通りである。 

① 水質保全 
生活排水の浄化。糞尿処理施設などの整備。 

② 親水性 
掘割に親しむことを考慮して工事を行う。 

③ 緑・景観の保全 
水辺の生きものを守り美しい景観づくり。 

④ 環境教育 
総合学習等による環境学習。 
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【旧三橋町田園環境整備マスタープラン（平成15年12月）】 

 

〔環境保全の基本的考え方〕 

 

 自然環境 
 貴重な動植物を育んでいる矢部川水系の豊富で綺麗な水と、先人の知恵

を今後とも子々孫々まで享受するために、親水機能及び景観性の整備を行

い、自然生態系や自然浄化能力の維持回復に配慮した河川・クリーク改修

を推進する。 

 

 社会環境 
 水質汚染の原因である家庭雑排水の処理を行うために、下水道の整備や

合併浄化槽の設置拡大を行うことが緊急な課題である。また、ゴミの不法

投棄をなくすために住民啓発を行い河川・クリークの必要性・重要性の意

識向上と、ゴミのリサイクルによる再資源化を図る。 

 

 生産環境 
 本町の農業は水稲・麦・大豆が作付されているが、その他に施設園芸（な

す・トマト）、露地野菜（レタス・スイートコーン等）、酪農（成牛約 500

頭）等が営まれている。 

 水稲・麦・大豆の経営については今後環境にやさしい有機・減農薬栽培

の手法を模索し、また施設園芸については環境保全・資源の再利用の観点

から廃プラスチックの全面回収の徹底を図る。また、酪農による家畜糞尿

等の廃棄物等・耕種農家の稲わら等の残さについても、堆肥舎等の共同使

用施設建設の検討が必要と思われる。畜産農家と耕種農家との連携で良質

の有機肥料として農地へ還元する地域循環農業の推進を図らなければなら

ない。 
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〔環境保全目標・基本方針〕 

 

 第4次三橋町総合計画の基本方針の中で、環境に関して以下のような方向

性が示されており、本計画もこの基本方針に従う。 

 

 河川・水辺環境 
河川・水辺環境の保全を図り、美しい水辺づくり・親水空間の充実に努め

る。 

 上下水道 
公共下水道の整備を計画的に図る。 

 公園・緑地 
親水空間の活用に努める。 

 環境衛生 
環境意識の高揚のために意識啓発活動の充実を図る。 
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【旧大和町田園環境整備マスタープラン（平成14年3月）】 

 

 

〔環境保全対策の在り方〕 

 

 将来像「緑豊かな田園と潮風漂うまち」の実現を目指し、「活気ある水と緑

の産業の町」及び「水が生きる環境の町」をメインテーマとして施策に取り

組んでいる。 

 特に、クリークのもつ、洪水調整機能や地下水かん養・浄化等の環境保全、

防災機能、農業や水産業の用排水としての産業機能、生活用排水、防火用水

等の生活機能、水生植物・水生動物の生息、親水空間・景観形成等の生態系

機能等多様な機能を復活させ、豊かな生活環境を再構築することとしている。 

 

 

〔環境保全目標〕 

 

 農薬や肥料の適正な使用等により、環境への負荷の少ない農業生産に努め
る。 

 公共下水道が整備されていないため、家庭及び冬季のノリ加工時における
排水がクリーク汚染につながり、基幹産業である農業へも悪影響を及ぼし

ている。よって家庭または集落単位での浄化槽設置等を推進し良好な環境

を構築する。 

 糞尿処理施設や堆肥舎等を整備し環境汚染の防止に努める。 
 農業生産活動の活性化を図るとともに、適正な土地利用の推進に努める。 
 優良農地の保全に努め、将来の地域農業を担う生産性の高い経営の育成を
目指す。 

 地域の歴史・文化・自然資源等を維持、保全し活力ある農村を形成する。 
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（4） 人・農地プラン（初年度：平成25年3月、最終更新：令和3年2月） 
  本市では以下の地区において、人・農地プランを策定している。それぞれの地区
における現状と今後の地域農業の在り方について以下に示す。 

 

 

 柳川地区 
 

〔現状〕 

 

 担い手に集積はされているが、高齢化や後継者不足の増加などで、地域農業

の5年後・10年後の展望が描けない状況が続いている。 

 

 

〔今後の地域農業の在り方〕 

 

・経営の複合化・多角化、規模拡大、6次産業などによる高付加価値化を計画す

る個人の動きがあるので、集落の他の農業者にも呼びかけて、地域として推

進することを検討していく。 

・今後は、高齢化や耕作放棄地の課題に対応していくため、地域の担い手等に

農地を集積し、そこに青年就農者、新規就農者の参加育成をめざすことも視

野に入れていく必要がある。 

 

 

 昭代地区 
 

〔現状〕 

 

 高齢化や後継者不足、地域農業の5年後・10年後の展望が描けない状況が続

いている。地域の農業を持続可能とするためには、集積率を上げる必要がある。 

 

 

〔今後の地域農業の在り方〕 

 

・経営の複合化・多角化、規模拡大、6次産業などによる高付加価値化を計画す

る個人の動きがあるので、集落の他の農業者にも呼びかけて、地域として推

進することを検討していく。 

・高齢化や後継者不足の課題に対応していくため、地域の青年農業者、新規就

農者の育成を目指す。 
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 蒲池地区 
 

〔現状〕 

 

 高齢化や後継者不足などで、地域農業の10年後の展望が描けない状況が続い

ている。地域の農業を持続可能とするためには、集積率を上げる必要がある。 

 

 

〔今後の地域農業の在り方〕 

 

・消費者の求める安心・安全な農産物の生産、付加価値の高い農業生産、経営

の効率化により、生業としての農業の確立を目指す。 

・地域の農業を持続可能とするためには、農地を集積し、そこに青年就農者が

参加していく必要がある。 

 

 

 三橋地区 
 

〔現状〕 

 

 高齢化や後継者不足、地域農業の5年後・10年後の展望が描けない状況が続

いている。 

 

 

〔今後の地域農業の在り方〕 

 

 高齢化や後継者不足の課題に対応していくため、地域の青年農業者、新規就

農者の育成を目指す。 
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 大和地区 
 

〔現状〕 

 

 担い手に集積はされているが、高齢化や後継者不足の増加などで、地域農業

の5年後・10年後の展望が描けない状況が続いている。 

 

 

〔今後の地域農業の在り方〕 

 

・消費者ニーズを踏まえ、地域特性に応じた収益性の高い作物の導入等に取り

組む。 

・今後、地域の中心になると考えられている経営体、集落営農組織や個人担い

手へ農地を集積し、そこに青年就農者が参加していく。 

 

 

 皿垣開地区 
 

〔現状〕 

 

 地域の農業を持続可能とするためには、農地を集積し、そこに青年就農者が

参加していく必要がある。 

 

 

〔今後の地域農業の在り方〕 

 

・経営の複合化・多角化、規模拡大、6次産業などによる高付加価値化を計画す

る個人の動きがあるので、集落の他の農業者にも呼びかけて、地域として推

進することを検討する。 

・高齢化や後継者不足の課題に対応していくため、地域の青年農業者、新規就

農者の育成を目指す。 

 


